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1. はじめに :Eco…efficiencyとは何か ?

人類が地球上で引き起こしている環境破壊に対 して関心

を持ち始めてから既に長い年月がたっている。1960年代

に,公 害レベルが異常に高くなり,健 康を害するようにな

ったため,先 進工業国では環境劣化に対する最初の取 り組

みが起こされた。大気,水 質ついで廃棄物に対する規+1基

準が決められた。当時は,排 出物の濃度を薄めることが最

も安価な方法であった。1970年代にはEnd of Pipe(汚染

末端)で の規制が始まった。例えば,自 動車業界では触媒

型排気ガス抑制器が環境に優 しい装置として開発された.

1980年代にはリサイクルが新 しい方法として台頭 してき

た 。 1990年 代 初 め に Intttrated Technologies,Cleaner

Prodllcuon Methodsが現れ始める。これらでは代替プロセ

スを用いることにより既知の有害物質の発生を避け,消 費

エネルギーを押さえている。しかしこれらも基本概念は変

わっていなく,結 果として汚染末端での洗浄によリエコロ

ジーを進めているに過ぎない。一例として自動車を考えた

場合,本 来ならばエコインテリジェントな解決法により如

何にして都市での人々の自動車による移動を脱物質化でき

るかを考えるべきである。それに対して環境に対 して優 し

いと言われ未だに使われている触媒型排気ガス抑制器は毎

年約 3tの非再生可能な物質を自然界から持ち去っている。

つまり,そ の時点までの環境対策,政 策により確かに汚染

は減少しているが,気 候変動,資 源枯渇などの地球規模の

課題に対する解答は何も得られていなかった。ある物質的

な価値を生み出すために,物 質を自然界でもともとあった

場所から移動することによりどのような負荷が環境にかか

るかを何も考慮 しないで,環 境資源をいじり,環 境に対し

て非可逆的な擾乱を与えていた。既に,1970年 代にロー

マクラブが人口の爆発的増加,資 源の枯渇,環 境破壊の結

果として経済成長に限界があると指摘 していた。

そのような中で,1992年 にリオデジヤネイロで開催さ
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れた地球サミットが開催された。そこで,Business Council

for Sust“nable Developmcnt(BCSD,後の WBCSD)が 環

境と経済の効率的な組み合わせとしてEco―efficicncy(EF:

環境効率)が ビジネスに有用な概念であると提唱した。そ

の目的は
“
人間のニーズを満たし生活の質を向上させる製

品とサーヴィスの提供を,そ のライフサイクル全体にわた

る環境への影響と資源の使用量を地球が耐えうる限度以下

に抑制しつつ行う
"で
ある。また,こ の概念を用いる際に

重要なこととして(1)指標やゴールを構築する,(2)技 術,

組織の形態,物 の考え方の革新,(3)指 標をモニターしつ

つもし必要ならば戦略を微調整する,を 挙げている。著者

らはEco―efficiencyとは夕Jえ|ゴ,

製品性能 orサ ーヴィス or顧 客満足度
EF〓
ライフサイクルの環境影響

で定義されると考えている。

そしてこのサミットの後,人 類にとって地球への環境負

荷を如何にして低減するかが最大の挑戦すべき課題となっ

た。しかし,そ の後も人口は増加し,資 源はさらに消費さ

れ,廃 棄され,貧 しい人々がさらに増加 し,そ れでいなが

ら生物種,利 用できる新鮮な水,肥 えた大地,成 層圏のオ

ゾン層は減少して,人 類はさらに危険で持続不可能な世界

に生活している。

このような現実を踏まえて,1996年 2月 に開かれた経

済協力開発機構 (OECD)の 環境大臣会議はEco ëfficiency

を産業界,政 府,一 般家庭が汚染物排出や経済活動におけ

る資源使用を抑制する手段 として有効な戦略として認め

た.

OECDは ,今 後は製品がゆりかごから墓場あるいは新し

いゆりかごまでのあいだに与える環境負荷を考えなければ

ならない,生 産者や使用者が資源や製品を購入する方法が

大きなファクターになる,環 境的だけでなく経済的にも

我々の世界の脱物質化をしなければならない,そ してもし
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持続的発展可能な社会を構築したければ,早 急に資源生産

性を上げなければならない,な どの点を強調している。今

後は全 く新 しい脱物質化したサーヴイス供給機器の世界を

構築する必要がある。そのためにはknOw_hOw,know― when,

know―whcrc,know¨whoに ついての高度の知識が必要であ

る。サーヴィスをどれだけ利用でき,ど れだけ利用しやす

いかに注目する経済形態にしていく必要がある。OECDと

しては積極的にこのような変革を推進していくことを宣言

している。また,推 進 していく際の手段としてFactor 10

が有効であるとした。

Factor 10は 1992年 にドイツのSchmidt B̈leekに より提唱

され⊃,202卜 2040年 までに全世界のマテリアルフローを

半分にすることを目的にしている。様々な資源の内,co2

放出量を2040年 までに半減することは,大 気中のC02濃

度を350450 ppmで 安定化させることと対応 している。現

在 OECD諸 国では全世界の人口の 1/5を 占めているが,

2050年 にはこの割合は1/10に 減少する。それにも関わら

ず,こ れらの諸国は全世界の供給するエネルギーの約半分

を消費 していて,全 世界で放出されるC02の 約半分を放

出していることになる。従って,放 出する量を半分にし,

資本生産あたりの放出量を全世界で公平にするためには

OECD諸 国の人々は放出量を1/10に しなければならない.

このように,Factor 10に は平等の概念が含まれている。

Eco d̈esignとは Eco―efficicncyを向上させるために行 う

製品設計方法である。Perforlnance(製品性能)を Impact

(環境に与える影響)で 割ったP/1を 高めるような設計を

行う。その方法として,Pを 高めるのとIを小さくする2

通 りがある。Iを低 くするには環境負荷の小さな材料の使

用,物 質集約度の軽減化,Eco―efficicntな生産技術や物流

システムの使用,使 用時における環境負荷の軽減化,使 用

後のリサイクルや部品の再利用の最大化,健 康や環境に対

するリスクの減少をはかる,等 のようにすれば良い。それ

に対 して,Pを 高めるためには,寿 命を延ばす,修 理が容

易な設計にする,機 能の拡張性を高める,再 利用ができる

ようにする,時 間が経っても美しさや機能が失われないよ

うな設計にする,共 有によって利用集約度を高める,等 の

ようにすれば良い。

現実にEco d̈esignの手法を活用することで,Eco―design

自身が環境効率経営,持 続可能社会へ向けて発展していく

ことが期待される。Eco d̈esignの発展モデルの代表例とし

てオランダのH.Brezctが 提唱した4段 階モデルがある。

Step l:製 品改善

汚染防止や環境配慮の観点からの改善

タイヤの回収システムのシステム化,原 材料,冷 却剤

の変更など

Step 2:製 品再設計

部品の変更,無 毒製物質の使用
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リサイクル率を高め,分 解性を改善する

部品の再利用,ラ イフ細工でのエネルギー使用量の最

小化など

Stcp 3:機能革新

製品機能の発現のさせ方の変更

紙による情報の交換から,E―m江lへの変更

車に私有から
“
call a car"システムヘの変更など

Step 4:シ ステム革新

インフラ,組 織の変更

農業の工場ベースの食料生産への変更

情報技術に基づいた組織,輸 送,労 働における変更な

ど

このモデルではそれぞれの Stepで2,5,10,20倍 の資源

生産性の向上を図っている。ここで,資 源生産性とはサー

ヴィスをそのサーヴィスを得るために投入した物質量で割

った物で,Eco―efficiencyに置き換えても良い。

以上のようなEco―efficiencyと言う新しい概念がリオデ

ジャネイロで開催された地球サミットから発せられて,特

に西ヨーロッパとスカンディナヴイア諸国,そ して遅れば

せながら日本の企業と政府がそれまでとは異なった環境政

策,ビ ジネスを推進するようになった。以下にそのいくつ

かの例を紹介する。

2. Eco…efficiency O常1

2.1 フィリップス社におけるEco―efficiency

オランダの Philips社は資本金 400億 $,雇 用人員

265,000人で,300以 上の工場を世界中に持っている。1970

年にローマクラブに参加して,そ れ以来国際的な環境政策

の必要性を積極的にオランダ政府に提案している。

環境活動をするためのドライヴイングフォースとして

は,顧 客 (プライヴェート,企 業,政 府,機 関),法 律/規

制,価 格/質がある.こ れらに対して今後企業はより積極

的に消費者の立場に立ってかつビジネスの質を高めるよう

マネージメントをしていく必要がある。Philipsではこのよ

うな立場に立って,EcoVisionをビジネスに取りこんで環

境マネージメントを始めた。ここでは1998年にGreen flag¨

shipという環境をできるだけ意識して製造した一連の製品

群の開発を始め,1999年 までには全製品のx%を ,2001

年までにはy%(y>x:x,yは 各部門によって異なった

値を設定している)を Eco―dcsignするようにし,さ らに

2000年には1994年に比べてパッケージ量を15%削 減する

ことにしている。製造過程については1994年と比較して

2002年には廃棄物を35%,水 の使用量を25%,有 害物質

を第 1,2,3分 類でそれぞれ98,50,20%削 減し,エ ネ

ルギー効率を35%上 げ,全 ての事業所でIS0 14001を取

得することにしている。このように自社の製品に対して環

境を意識した活動をするには企業内で自らが現在どこまで
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環境を意識しているかを理解すること,プ ロセスを組織的

にすること,道 具あるいは手法を供給することが必要であ

る。また企業の外に向かっては,製 品の環境指標の基準の

作製,外 部評価,環 境指標を単なる技術的なものから製品

のライフサイクル全体を考えたものに変えていく必要があ

る。Philipsではこれまでにこのような姿勢で製品開発を行

って きている。その成功例 として Typh00n Monitor

A280 BQと 呼ばれるモニターがある。このモニターの性

能はその前のモデルに比較して大幅に向上しているが,材

料費,部 品数,製 造時間,エ ネルギ
ー消費量などは大幅に

減少している。

このように,PhilipsではEco―dcsignをビジネスに取 り込

むことが可能であることを実証 した。Eco―dcsignはビジネ

スをI「制するのではなく,ビ ジネスの魅力を向上するもの

であることがわかつた。

2.2 スウェーデンの食料事情とEco―eficiency a

食料の供給に関してもEco―efficiencyを考える必要があ

る。この場合は特に地域格差の問題が大きい。夕」えば,ス

ウェーデンのように北方にあり全ての食料の自給自足の難

しい国では,よ り南方にあるフランス, ドイツとは異なっ

た特別の条件下にある。スウェ
ーデンではエネルギーの

17%は 食料供給連鎖のために消費される。この連鎖には

Fig.1に示すように,耕 作,造 園,漁 獲,食 品精製から始

まり,レ ス トラン,輸 送,廃 棄物の輸送まで様々なステ
ー

ジが含まれ,そ れぞれのステ
ージでエネルギーが消費され

ている。今後,持 続的発展可能な社会を維持するためには

2030年 までにFig.1に示すような害J合で消費エネルギ
ーを

削減する必要がある。

食糧供給に伴うEco ëfficiencyを向上するためには,エ

ネルギー効率の改善,肥 料に用いるリンの量の削減,資 源

消費量,環 境負荷の少ない農業の推進 (必要最小限だけの

食料,肥 料を与える),殺 虫斉」の使用量の削減,食 料の貯

nergy in the food supply chain
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Fig.1 現在および2020年に食糧供給連鎖中で消費されるエネル

ギー.

生 産 研 究  1 4 5

蔵能力の改善と廃棄量の削減等を推進する必要がある.た

だし,Eco―efficicncyだけではスウェ
ーデンにおける食糧

問題は解決できない。食料生産については,生 物の多様性,

土壊の生産能力が考えなければならないし,健 康面につい

ては,食 料の栄養学的な価値,多 様な食べ方が問題となる。

また近年,特 に放射線を用いた防腐処置,品 種改良をした

生物等の新たなパラメーターを考えなければならないよう

なケースが現れだしている。栄養,経 済的及び社会的な価

値などを考慮に入れた新しい環境指標を見つける必要があ

る。

2. 3  ヨーロッパの電気電子機器業界の考えている Ec o―

efficiency

ECOBILAN社 はヨーロッパの電気電子機器業界 (EEE)

が環境問題についてどのように関心を持ち,Eco c̈fficiency

に対してどのように取り組んでいるかを調べた。また,ヨ
ーロッパ製のPCに ついてLCAを 行った。

ヨーロッパのⅡ工業界では,1980年 以来販売量は6倍

に増えている。その間に商品が市場価値を持つ寿命は短縮

化し,性 能,価 格の競争が激しくなってきている。1990

年代前半までは環境は製品の評価基準ではなかった。それ

が,1997…8年頃よりEEE業 界にも政府等から規制がかか

るようになった。製品を開発,設 計する際にリサイクリン

グの促進,使 用時のエネルギ
ー消費量,お よび毒性物質の

使用の抑制を行うようになっている。その際に,“Dcsign

f o r  E n v i r o n I I n e n t "のも とで の LCAの 適 応 が 始 ま っ て い る 。

ここでその一例としてヨーロッパ製コンピュータ∵のLCA

についての結果を示す
め.Figure 2にはPCを 3年 間にわた

って使用 した場合に各ライフステ
ージでどれだけの 1次エ

ネルギーを消費するかを示す。また,同 じPCを 3年 間に

わたって使用した場合に各ライフステ
ージで排出される廃

棄物量とその種類をFig.3に示す
Э.こ のようなLCAを 行

った結果,PCの Eco―efficiencyの向上に,非 常に効率的な

のは,モ ニタ
ーの消費電力の低減化,寿 命の延長,本 体の

消費電力の低減化で,あ る程度効率的なのは,回 収,リ サ

イクルの徹底で,プ ラステイツク部品に再生品を使う,パ

ッケージのリサイクル,鉛 フリ
ーのはんだを使用すること

はあまり効率的でないことが判明した。

また,CRTモ ニタ
ーはコンピューター全体が及ぼす環

境負荷の50～ 60%を 占めることもそれ以前の研究で判明

している
°.

今後,ラ イフタイム全体にわたり与える環境負荷の導出

方法の構築を進める必要がある。日本においてはNECが

自社のPCに グリーンハウス効果,資 源枯渇などを考慮に

入れたLCAを 行った結果,液 晶モニタ
ー付きのノー トブ

ック型が全ライフサイクルにわたつて環境に与える負荷は

デスクトップ型の 1/10に過ぎないことを報告している
D.
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Primary €nergy consumption of a PC
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Fig.2 Pcを3年間に割って使用した場合,そ の各ライフステー

ジで消費するエネルギー量.
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Fig.3 PCを 3年 間にわたって使用した場合に各ライフステージ
で排出される廃棄物量とその種類.

生 産 研 究

Figure 8:Gbb■l warming potentid

Fig.5 ガソリン,日 ℃,バ イオデイ
ーゼルで地球温暖化をどれ

だけ引き起こすかを比較した結果.

Figure 9 8 Acldiflcatlon

Fig.6 ガ ソリン,LPG,バ イオデイ
ーゼルで酸性雨 をどれだけ

引 き起 こすかを比較 した結果.

Figure 10:S=Юg fOrmation

Fig.7 ガソリン,LPG,バ イオディーゼルでスモッグをどれだ

け引き起こすかを比較した結果.

― ―
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F i g u r e  l : C o n t r i b u d o n  o F J h e  t h r e e  m■l n  p h●l e l  o f■c a r  l l F e  c y c l e

Fig.4 自動車が原材料の生産やリサイクル時,使 用時,製 造時に

環境に与える負荷。
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Landin    R∝ ,30%    R● ●y600/●    ぃ 、900/●     Incin.     EneL Ю “v

Fig.8 ポリプロピレン製のバンパーの使用が終わった後埋め立
て,30,60,90%の リサイクル,焼 却,エ ネルギー回収
型焼却の6種類の方法で処理した際に引き起こす資源枯
渇,地 球温暖化,富 栄養化,酸 性雨,エ ネルギー消費.

2.4 自動車業界における Eco…efttcbncy°

フランスでは自動車の排気ガスについて 1970年以来,

政府の規制が大きな成功を収めている。1975年以来フラ

ンスでの自動車の台数は大きく増加 しているにもかかわら

ず全体のNOx,HCの 排出量は大幅に減少している。一方,

燃料消費量に直接関わるCo2の 排出量は自動車一台の燃

料消費量が減少 しているにも関わらず着実に増加 してい

る。これは自動車の絶対数が増えているためである。その

ため,ECで は 1998年 にC02排 出量は2008年 に販売され

る車では140g/h,2012年 には 120g/bま で削減するこ

ととした (現在の排出量 :170g/km).こ のためには自動

車の重量の軽減化が最も有効な方法である。しかしそれは

車の安全性の向上とは矛盾する。このような矛盾を解決す

るためにもLCAを 用いた環境負荷の定量化が必要である。

フランスの Peugeot Ci■oёn社 は自社の製品について

LCAを 行い,Eco―efficientな自動車の開発に必要なデータ

を集めている。その結果,ま ず Fig.4に 示すように,自 動

車は全ライフサイクル中に与える環境負荷のうち 75～

95%を 使用時に与えることがわかった
つ。これはエネルギ

ー消費が原因である。酸化,富 栄養化,ス モッグについて

も同様であることがわかった。その他にも,い くつものケ
ー
ススタデイーを行っている。以下に2つ ほど紹介する。

(1)使 用エネルギーの種類による環境負荷の違い。

燃料としてガソリン,LPG,バ イオディーゼル (菜

種油を30%混 ぜたディーゼル)を 使用した場合それ

ぞれが地球温暖化,酸 性雨,ス モッグ,の 環境負荷

をどれだけ引き起こすか比較 した結果をFig.5 7̈に

示す。棒中の数字は上の方が使用時,下 の方が燃料

輸送時に与える負荷量を示す。地球温暖化に対して

はバイオディーゼルが有効 (燃料輸送時),酸 性雨に
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対 してはLPGが 有効,LPG,バ イオディーゼルはス

モッグ形成に対 して有効であることがわかった。

(2)ポ リプロピレン製のバンパーを使用終了時にどのよ

うに処理すればよいか。

処理方法 として土地に埋め立て,30%,60%,

90%の リサイクル,焼 却,エ ネルギー回収型焼却

を用いた場合それぞれが資源枯渇,地 球温暖化,富

栄養化,酸 性雨,エ ネルギー消費をどれだけ引き起

こすかをFig。8に 示す。その結果,消 費エネルギ
ー
,資 源,酸 性雨を考えた場合にはエネルギー回収

型の焼却が有効,地 球温暖化,富 栄養化に対しては

リサイクリングの方が有効であることがわかった。

3. 日本におけるEco―eflciency°

日本においても西ヨーロッパ,ス カンディナヴイア諸国

に遅れてEco d̈esignが法制化されるなどして,多 くの企

業,政 府機関などで導入されている。また,多 くの国内,

国際の研究グループ,プ ロジェクトが通産省などの援助の

もとで,走 り出している。例えば,著 者 らは 1998年 と

1999年にスウェーデンとの間で大学,企 業,政 府の研究

者らを集めた研究集会を開いている。また国内においても,

生産技術研究所の特別研究委員会の一つとして,多 数の企

業とともに研究会を積極的に行っている.   =

また,日 本の企業がこれまでに行っているEcoごdcsignと

して例えば,東 京電力が行っている電力の供給および使用

におけるEco ëfficiencyの向上例がある。まず,供 給面で

は,東 京電力での火力発電は従来は石油,LNGを 燃料 と

したボイラーによる発電方式が主流であったが,1986年

に富津火力でガスタービンと蒸気タービンを組み合わせた

LNGコ ンバインドサイクル発電方式を導入 して熱効率を

従来の40%か ら50%以 上に向上した。その際のEco‐effi―

ciencyを調べるために,エ ネルギー消費量と発生するco2

量 とで比較 してみると前者では 1.33倍,後 者では 1.88倍

の向上となっている。一方,使 用面では,蓄 熱式空調シス

テムがある。このシステムは夜間にヒートポンプによって

作った冷温熱を蓄熱層に蓄え,昼 間にその熱を利用して空

調などを行うシステムで,電 力のピークシフトにも役立つ.

また,熱 源機の定格運転による効率向上や外気温の低い夜

間運転による冷却効率の向上によって省エネルギーが実現

できる。さらに,蓄 熱を行う夜間は燃料構成の違いなどに

よりC02排 出量が小さくなる.非 蓄熱式の空調システム

と比較した場合,エ ネルギー消費量では1。15倍 ,J卜出co2

量では1.33倍,Eco―efficiencyが向上している。

その他でも,例 えば,輸 送ではグリーンエネルギー車や

500系 ,700系 ののぞみは輸送のEco―efficiencyを約 2倍 に

高めていると思われる.家 電メーカーや事務機メーカー,

コンピューターメーカーが進めているEco―designでは 1990
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年と比較して約 5倍 の向上を達成していると思われる。

テレビの技術的進歩についてみてみると,最 近の液晶テ

レビは 1953年 の国産第 1号 テレビと比較 して奥行 きは

1/9,重 さは 1/13,消 費電力は 1/6に減少 しており,こ れ

らの数値だけから考えても資源生産性,Eco―efficiencyが

10倍以上に向上 していると考えられる。これは技術開発

がランダムに行われてきても,Factor 10が実現されたこと

を意味し,今 後,技 術開発のベクトルをEco―designの方向

に向ければ,2050年 までに10倍以上の向上を達成するこ

とは容易である。

さらに,ソ ニ
ーが開発している 10年使用可能なリチウ

ムイオンバッテリーは,従 来のマンガン電池に比べて2000

倍も資源生産性の向上が達成できていると同社では計算し

ている。これはLctor 10を大幅に越えている。

もう一つのアプローチとして,ゼ ロエミッションプロジ

ェクトがある。これは,工 場や会社単位であらゆる産業廃

Ъble l 日 本において達成されてきたEco―design.

限品改善(SteplJ
Mg合 金テレビ

グリーンケーブル

遠心力洗濯機

超音波洗濯機

再商品化率 80%の エアコン

省エネ長寿命蛍光灯

省エネノー ト型パソコン

エコシンボル製品

グリーンウェープ製品

BJプ リンター

ハロゲンフリープリント基板

エコカラット

クロムレス亜鉛メッキ鋼板

エコパッケージデザイン

生分解性高分子

エコ素材文具

日設計(Ste1 2J
液晶テレビ

焼酎のはかり売リシステム

古紙再生ハニカムボー ド

スプリングドライブ

レンズ付きフィルム

ゼロエネルギー住宅

屋根材型太陽光発電システム

ソイルセラミックス

未来型実験集合住宅

エコクリスタル

オシログラフリーダー

機能革新 (Step 3)

紙のリサイクルシステム

超平滑の汚れない便器

携帯用の足踏み発電器

|システム革新(step州
レンタル電機掃除機

ゼロエミッションピールエ場

パッケージレスの音楽配信サーヴィス

18
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棄物を原材料に再利用していくことにより廃棄物をゼロに

していこうとする.1つ の工場や会社で全て再利用して行

く事が達成できない場合は,産 業クラスタ
ーを作ろうとい

う試みである。日本のビールメ
ーカーは,ほ とんどの会社

で既にゼロエミッションを達成していて, 日本で飲む国産

ビールは全てゼロエミッションエ場で生産したビールであ

る。次にゼロエミッションを達成しているのは事務機械産

業であり,富 士ゼロックスやキヤノンなどが
一部の工場で

廃棄物を限りなくゼロに近づけることに成功している。

Eco d̈csignの進歩を示す重要な指標として,脱 物質化が

ある。具体的には,ダ スキンのマットやモップのレンタル

クリーンケアサーヴイス, 日立のエスコ事業 (省エネサ
ー

ヴィス)が 知られている。また,イ ンタ
ーネットによる音

楽提供,有 毒化学物質のレンタル,巡 回図書館,農 薬販売

から病虫害防御システムヘの販売転換,カ
ーシェアリング

サーヴィスなども脱物質化 Eco―designとして知られている。

以上のような事例を含めてTablc lに日本で達成されて

いるEco―dcsignをH.Brezctの 方法により分類 してリス ト

アップしてみる。明らかに現段階ではStep lの製品改善や

Stp 2の 再設計が主流を占めているが,最 も進んだStcp 4

のシステム革命も
一部では達成されていて今後,主 流はこ

ちらにシフトしていくと考えられる。

4. Eco…efficiency CD今後

今後,Eco―efficiencyの向上を図ってい く上で,ま ず考

えなければならないのは先進国と発展途上国との間や,自

然環境等にある地域間格差を意識する必要がある。また,

企業と政府の協力関係をより推進する必要がある。今後の

検討課題としてあげられるのは,

(a)どのような消費形態が持続的か ?

(b)どのようにして他の政策と組み合わせられるか ?

(c)概念をどのように全世界に発信するか ?

(d)Eco ëfficicntな製品,サ ービスの研究,開 発,利 用

をどのように刺激するか ?

(e)市場をどのように開拓するか ?

(f)主要な政策決定機関をどのように取 り込んでい く

か ?

である。製品の製造やサーヴイスを提供する段階だけでな

く,消 費する段階でも同等に取 り扱うことが重要である。

政府,企 業,投 資家,消 費者が
一体となって消費形態を変

えることにより製品を改善していく姿勢が望ましい。また,

もう一つ忘れてならないのはLCAデ
ータの蓄積,環 境指

標等を開発していかなければならないことである。

今後,強 く意識しなければならないのは,“Eco―efficien―

cyは原理だけではなく,実 行すべきものである
"と
言う

ことである。

(2000年1月24日受理)

シャボン玉石鹸

トリノチェア

カートカン

TULC缶

宅配用牛平L瓶

BG無 洗米

高断熱真空ガラス

700系のぞみ

209系通勤電車

エコロジカル寝具

エコアイス mini

ヘルツフリーボンプ

エコキャップ

TSOP

長寿命プリンター

手回し発電ラジオ

ハイブリッドカー

エコセメント

電球サイズの蛍光灯

熱発電腕時計

自動発電腕時計

再製造コピー機

自然換気システム

現場循環移動プラント

エコデザインのソフト

風力発電

エコファンド

通販生活

地域交通システム ICVS

エコマネー
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